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雪害対策及びドライバー等のご協力により、雪害による交通支障

は、発生しませんでした。 
～Ｈ２３年度冬の雪害対策の取り組み（まとめ）～ 

 

平成２２年末年始の雪害を教訓に、倉吉河川国道事務所が取り組んできた雪害

対策について、結果を取りまとめましたのでお知らせします。 

倉吉河川国道事務所管内では、この冬はＨ２２年度豪雪よりも多い降雪量（米子

除く）がありました｡雪害訓練、除雪体制の強化、冬用タイヤ装着・タイヤチェ-ン着用

の啓発活動等を強化するなど、雪害対策に取り組みました。 

この結果、雪害による全面通行止めなどの交通支障は発生しませんでした。 

今回の結果を踏まえＨ２２冬の雪害を忘れないためにも引き続き対策を実施します。 

 
【要 旨】 

◆スタック車両等の特徴（発生した箇所、原因分析） 

    ①スタック車両は、３箇所で全７台が発生し、うち２箇所で複数台発生

    ②スタック車両の約９割が大型車、約６割が冬用タイヤ（スタッドレス、チ

ェーン）を未装着 ※スタック：雪などにはまって、自動車が立ち往生すること 

◆昨年度の雪害（H22年末年始の以降）を踏まえた主な対策 

①冬用タイヤ装着率調査（チェ－ン装着方法、チラシ配布） ⇒装着率は向上 

②冬用タイヤ装着の広報活動 ⇒中国地方外の各協会へ依頼、街頭チラシ配布

③スタック車両の事業主に装着依頼 ⇒文書による通知 

④冬用タイヤ装着指導（冬道ドライブチラシ配布） ⇒摩耗タイヤ使用約３割

⑤通行止めシミュレーションの現地確認 

⑥雪害訓練の実施 ⇒現場に即した訓練 

◆今年度の新たな取り組み 

①滞留車両への情報提供 ⇒携帯サイトによる緊急情報提供 

②除雪の効率化 ⇒ＧＰＳ携帯の搭載、重点除雪 

◆雪害対策の検証結果 

 Ｈ２３年度雪害による全面通行止めは０（ゼロ） 

◆今後の検討 

スタック発生箇所の対策、迅速な情報収集、冬用タイヤ装着・タイヤ 

チェ－ンの着用の向上、関係機関との更なる連携強化     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

問い合わせ先 

 国土交通省中国地方整備局 

 倉吉河川国道事務所   ＴＥＬ（０８５８）２６－６２２１（代表） 

     副所長（道路）  神宮 祥司（じんぐう しょうじ） 

【担当】道路管理課長   松元 洋之（まつもと ひろゆき） 

 倉吉河川国道事務所ホームページアドレスhttp://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi 

http://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi
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